
§5．長寿命化修繕計画の策定                           

 

5-1．維持管理方針の決定 

南流山歩道橋の今後の管理方針としては、現横断歩道橋を維持する『歩道橋残置案』と

現横断歩道橋を撤去して交差点の運用形態を変更する『歩道橋撤去案』を比較して、最適

な案を採用する。 

歩道橋残置案におけるライフサイクルコスト（LCC）の算出にあたり、計画期間は本横

断歩道橋が建設後 100 年目となる令和 5 年度からの 57 年間（2023 年～2079 年）とする。

また、歩道橋撤去案における事業費は計画初年度（令和 5 年度）に見込むこととする。 

各維持管理方針（歩道橋残置案・歩道橋撤去案）に対する事業費の比較を図 5.1 に、利

便性等の定性的な評価を整理した比較表を次頁に示す。 

比較検討の結果、将来的な維持管理費用の縮減ならびに交差点の利便性、安全性の向上

が図れる『歩道橋撤去案』を南流山歩道橋の管理方針とする。 

 

 

 

管理方針 累計事業費（57 年間） コスト縮減効果（ａ-b） 

ａ 歩道橋残置案 
1．7 億円  
（100％）  

 

0．9 億円  

（158 万円／年） ｂ 歩道橋撤去案 
0．8 億円  

（47％）  

 

図 5.1 事業費の比較 
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5-2．長寿命化修繕計画 

（1）老朽化対策における基本方針 

1）修繕計画の背景・目的 

南流山駅入口交差点に設置されている南流山歩道橋は、昭和 54 年に建設された中路式鋼

鈑桁形式の横断歩道橋である。本横断歩道橋は、建設後 44 年が経過しており、一般的に橋

の高齢化の目安である 50 年に近づいている状況である。また、令和 3 年度に実施した定期

点検の結果において、本横断歩道橋の健全性は「Ⅲ（早期措置段階）」と診断されており、

主桁や床版などの主要な部材の損傷が顕著であることから、横断歩道橋の耐荷性能を維持

する上で、早期の補修対策が必要な状況となっている。 

今後、本横断歩道橋を維持していく場合、現況の健全性を回復させるための補修対策、5

年に 1 回の定期点検、予防保全による定期的な修繕（塗装塗替え、舗装打換え等）、将来的

には架替えが発生し、多大な維持管理費用が必要となってくる。これらの維持管理に係わる

多大な費用が財政負担となり、適切な維持管理の継続が困難となる恐れもある。維持管理を

適切に実施できなかった場合、老朽化により構造の安定性の低下や、横断歩道橋からの部材

落下による第三者への被害を及ぼすことが懸念される。 

また、横断歩道橋を利用する高齢者等からバリアフリー化の要望が寄せられているもの

の、現状の横断歩道橋をバリアフリー対応に改修するには費用および用地の確保が難しい。 

このような背景のもと、本横断歩道橋を撤去し、将来的な維持管理費用の縮減を図るとと

もに、利用者の利便性・安全性を向上させることを目的とする。 

 

2）修繕計画の対象横断歩道橋 

流山市では横断歩道橋を 3 橋管理しており、そのうち、南流山駅入口交差点に設置され

ている南流山歩道橋を長寿命化修繕計画策定の対象横断歩道橋とする。 

 

 

 

横断部
階段

（西側）
階段

（東側）
通路部 全幅員 通路部 全幅員 構造形式 和暦 西暦

南流山歩道橋
流山市南流山
1-9-12

60.15 3 2 2 4 1.50 2.00 1.50 1.80
鋼鈑桁橋
（中路式）

S54 1979
市道106号線
市道108号線

路線名
（交差名）

歩道幅員（m）

横断部 階段部歩道橋名 所在地

径間数
橋長
（m）

上部工 建設年次
橋脚数
（基）

南流山歩道橋
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3）計画期間 

本計画は、令和 5 年度からの 10 年間を計画期間とする。 

ただし、5 年に 1 回実施する定期点検の結果、社会情勢の変化や計画の進捗状況等、必要

に応じて本長寿命化修繕計画を見直すこととする。 

 

4）健全性の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 

①健全性の把握に関する基本的な方針 

「横断歩道橋定期点検要領（平成 31 年 2 月 国土交通省 道路局）」に基づき、5 年に 1 回

の頻度で定期的に点検を実施することにより、横断歩道橋の損傷状況を早期に把握する。 

また、定期点検の結果に基づく診断結果（健全性）を長寿命化修繕計画に反映させていく。 

 

②日常的な維持管理に関する基本的な方針 

歩道橋の路面に堆積した土砂撤去や排水桝の清掃等の損傷要因の除去を目的とした日常

的な対応を行っていくことが、損傷の進行の予防につながり、歩道橋を良好な状態に保つこ

とができる。したがって、歩道橋を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路

パトロールや清掃などを継続的に実施していく。比較的対応が容易な損傷については、日常

の維持作業により措置する。 

 

5）歩道橋の老朽化の状況 

南流山歩道橋は、令和 3 年度に定期点検を実施している。点検における健全性の判定結

果は下表の通りであり、歩道橋単位の健全性は「Ⅲ（早期措置段階）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要部材 その他の部材

Ⅰ 健全
構造物の機能に支障が生じてい
ない状態

・上部構造：－
・下部構造：橋脚、支承、
　　　　　　 　根巻きコンクリート

・階段部：橋台
・その他：落橋防止構造、
　　　　　　高欄、排水施設

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じてい
ないが、予防保全の観点から措
置を講ずることが望ましい状態

・上部構造：－
・下部構造：－

・階段部：主桁、接合部、
　　　　　  踏み板、蹴上げ
・その他：地覆、照明施設

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可
能性があり、早期に措置を講ずべ
き状態

・上部構造：主桁、横桁、床版
・下部構造：－

・階段部：－
・その他：舗装

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じてい
る、又は生じる可能性が著しく高
く、緊急に措置を講ずべき状態

－ －

判定区分 状態
判定結果（部位・部材）

主桁 横桁 床版等

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

部材毎の判定

上部構造
下部構造 階段部 その他

健全性
(歩道橋単位)
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（2）費用の縮減に関する具体的な方針 

1）基本方針 

将来的な維持管理費用の縮減ならびに交差点の利便性、安全性の向上を図ることを目的

とし、南流山歩道橋は撤去する方針とする。なお、撤去後は、横断歩道を新設して交差点の

運用形態を変更する。 

 

2）対策優先順位の考え方 

横断歩道橋は撤去する方針であり補修対策は発生しないため、対策の優先順位はない。 

 

3）歩道橋の集約化・撤去について 

流山市では横断歩道橋を 3 橋（東深井歩道橋、新川歩道橋、南流山歩道橋）管理してお

り、そのうち、規模が最も大きく維持管理費用が最も高い「南流山歩道橋」を撤去する方針

とする。なお、本横断歩道橋を撤去することにより、将来的に必要とされる維持管理費用 1.7

億円のコスト縮減が図れる。 

横断歩道橋の撤去を行う上では、地元住民や交通管理者との合意形成を図りながら丁寧

に事業を進めていく予定である。 

 

 

（3）概ねの次回点検時期および修繕内容・時期 

1）点検時期 

南流山歩道橋は撤去するため、今後点検の実施は不要である。 

 

2）修繕内容および時期 

南流山歩道橋は、令和 5 年度に撤去し、令和 6 年度から新しい交差点での運用を開始す

る予定である。 

 

 
 

 

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

南流山歩道橋 60.15 鋼橋 1979 44 2021

歩
道
橋
撤
去
工
事

新
交
差
点
の
供
用

最新
点検
年次

対策の内容・時期

歩道橋名
橋長
（m）

橋種
建設
年次

供用
年数
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